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第１０回常任理事会会議録 
 日 時  平成２０年２月８日（金）午後３時～同４時４５分 

 場 所  日本歯科医師会 １０階会議室 

 出席者  ＜会  長＞ 江藤一洋 

      ＜副 会 長＞ 黒﨑紀正、井出吉信 

      ＜総務理事＞ 住友雅人 

      ＜常任理事＞ 高津茂樹、川添堯彬、相馬邦道、高木忠雄、 

             佐藤田鶴子、平井敏博、土屋友幸、江里口 彰、 

             惠比須繁之、宮﨑 隆、栗原英見、荒木孝二 

      □第 21 回日本歯科医学会総会 

      ＜準備委員長＞ 伊藤公一 

 欠席者  □日本歯科総合研究機構 

      ＜研究部長＞ 石井拓男 

［議長 江藤会長］ 

１．開  会 

  黒﨑副会長から、開会の宣言がなされた。 

 

２．挨  拶 

  江藤会長から、挨拶がなされた。 

 

３．報  告 

 １）一般会務報告 

    住友総務理事から、次の資料に基づき、一般会務報告がなされた。 

     □一般会務報告（平成 20 年 1 月 15 日～平成 20 年 2 月 7 日） 

     □第 9回常任理事会会議録（平成 20 年 1 月 15 日開催） 

     □第 4回理事会会議録（平成 20 年 1 月 15 日開催） 

 

 ２）第 21 回日本歯科医学会総会準備状況報告 

    伊藤準備委員長から、準備状況報告がなされた。 

 

 ３）会計現況報告 

    高木常任理事から、次の資料に基づき、会計現況報告がなされた。 

     □学会会計収支計算書（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 1 月 31 日） 

     □第 21 回日本歯科医学会学術大会会計収支計算書 

               （平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 1 月 31 日） 
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 ４）重点計画の推進 

  （1）歯科医療への学術的根拠の提供体制の構築 

     黒﨑副会長から、標記重点項目における本学会の平成 20 年度診療

報酬改定対応策として、①歯科診療における手術に関する要望②歯科

診療における暫間被覆冠に関する要望を厚生労働省保険局宛に提出し

たとの報告がなされた。 

 

  （2）歯科医療技術革新の推進 

     なし。 

 

  （3）学会機構改革の推進 

     なし。 

 

  （4）専門医制度の確立 

     なし。 

 

  （5）国際交流の推進 

     江藤会長から、日中歯科医学大会 2008 の開催概要及び事前打合せ

について、資料に基づき報告がなされた。 

 

 ５）学術研究委員会委員の交替について 

   住友総務理事から、日本歯科薬物療法学会の役員交替に伴う標記委員会

委員について、資料に基づき報告がなされた。 

□新委員：金子明寛（東海大学医学部外科学系口腔外科教授） 

 

 ６）第 22 回日本歯科医学会学術大会（総会）主幹校について 

   住友総務理事から、第９回常任理事会で協議された標記学術大会主幹校

の選考結果に基づき、立候補のあった３校に対し結果を通知し、主幹校に

決定した大阪歯科大学より、承諾する回答があった旨、資料に基づき報告

がなされた。 

 

 ７）ビスフォスフォネート系薬剤投与患者における顎骨壊死等に関する注意について 

   住友総務理事から、標記について、資料に基づき報告がなされた。 

なお、この情報は、専門分科会ならびに認定分科会へ情報提供すること

とした。 
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 ８）会長報告 

   江藤会長から､日歯第11回理事会における報告事項および協議事項につ

いて報告がなされた。 

 

 ９）その他 

    なし。 

 

４．協  議 

 １）重点計画の推進 

  （1）歯科医療への学術的根拠の提供体制の構築 

   黒﨑副会長から、新規医療技術や先進医療の保健導入について資料を基

に説明がなされた。 

 

  （2）歯科医療技術革新の推進 

 

  （3）学会機構改革推薦 

 

  （4）専門医制度の推進 

 

  （5）国際交流の推進 

     特に協議する事項はなし。 

 

２）事業計画の推進 

  （1）代表者会議の開催について 

    住友総務理事から、標記会議の開催について日程（案）を基に諮られ、

これを全会承認した。 

    なお、「代表者会議は、理事会の議を経て会長が招集する。」との規

則に鑑み、理事者に対し、本会議の開催の可否について、メールでの持

回り会議にて意見を伺うこととした。 

また、本会議では、１月に開催された評議員会の報告、専門分科会な

らびに認定分科会との連絡などを行うこととした。 

□ 開催日時：３月７日（金）午後２時 

 

  （2）平成 20 年度日本歯科医学会諸会議開催の変更について 

    住友総務理事から、標記会議（第１１回常任理事会、第２６回学会総

会常任委員会）の変更について予定（案）を基に諮られ、これを全会承
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認した。 

 

  （3）日本口腔病理学会の名称変更に関わる対応について 

    住友総務理事から、標記について諮られ、協議の結果、一般的には現

時点より新規名称を使用し、第６０回評議員会において本学会規則にお

ける同学会名の変更手続きを行うこととした。 

 

  （4）財団法人日本救急医療財団・心肺蘇生法委員会委員の推薦について 

    住友総務理事から、標記委員会委員の推薦について諮られ、金子 譲

氏（東京歯科大学長）を推薦することが提案され、これを全会承認した。 

なお、この件については、すでに回答が済んでいることを確認した。 

 

  （5）医業および歯科医業の診療科名に関する意見照会について 

    住友総務理事から、標記について諮られ、協議の結果、諮問のとおり

答申することに賛成とすることを全会承認した。 

 

  （6）バイタルサインセミナー（歯科麻酔）の企画書の取り扱いについて 

住友総務理事から、日本歯科麻酔学会から寄せられた標記企画書の取

り扱いについて、資料に基づき諮られ、本学会は経費を分担しないとの

条件の上、提案を承認した。また、日歯大久保会長宛に、都道府県歯科

医師会へ標記セミナーの周知並びに協力を依頼する旨承認した。 

 

  （7）「診療行為に関連した死亡の死因究明制度の創設に向けて」に対す

るパブリックコメントの提出について 

    住友総務理事から、標記について資料に基づき諮られ、回答案を全会

承認した。 

 

  （8）日本障害者歯科学会・学術大会シンポジウムの共催について 

    住友総務理事から、標記シンポジウムの共催について諮られ、協議の

結果、同シンポジウムを共催することを全会承認した。 

 

  （9）日本歯科医師会・第６回「Living Health & Life フォーラム」への

援名義貸与について 

    住友総務理事から、標記について資料に基づき諮られ、後援名義貸与

を承認した。 

○依頼元：社団法人 日本歯科医師会 
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  （10）日本歯科医師会・歯の健康を考えるシンポジウムへの後援名義貸与

について 

    住友総務理事から、標記について資料に基づき諮られ、後援名義貸与

を承認した。 

○依頼元：社団法人 日本歯科医師会 

 

  （11）3 月 4 日「酸蝕歯の日」新聞啓発企画への後援名義貸与について 

    住友総務理事から、標記について資料に基づき諮られ、固有の会社及

び製品の営利には名義貸与をしないことを決定した。 

○依頼元：グラクソ・スミスクライン株式会社 

 

  （12）「入れ歯の正しいケアについて」新聞啓発企画への後援名義貸与について 

    住友総務理事から、標記について資料に基づき諮られ、固有の会社及

び製品の営利には名義貸与をしないことを決定した。 

○依頼元：グラクソ・スミスクライン株式会社 

 

  （13）役員派遣について 

    住友総務理事から、役員派遣について諮られ、別紙のとおり決定した。 

  別紙参照 

 

  3）その他 

次回、第１１回常任理事会を３月１７日（月）午後３時より開催する

ことを確認した。 

また、同常任理事会終了後、懇親会（会費制）を開催することが確認

された。 

 

５．閉  会 

  井出副会長から、閉会の辞が述べられた。 

 


